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わたしたち東海労は７月の異動が、勝治→近藤→西原→松

本→岡田（ 各 敬 称 を 略 し ま した ）という強力なラインが、ますま

す「規律と忠誠心」そして「命令と服従」を徹底する新たな

労務管理・社員管理の体制だと言ってきました。  
  

そんななか、（ 勝 手 に ）期待していた所内誌７月号がついに

出ました。特に松本新所長の記事を期待していましたが、残

念でした。西原前所長の「着任のご挨拶」では前任の近藤所

長とは違う雰囲気を醸し出し、理想を熱く語っていました。 
実は、その１年後に松本営業科長（ 当時 ）も西原所長に見習

って、「笑顔のあふれる職場にしていきたい」と抱負を語っ

ていたのを覚えています。相も変わらず「損をする話し方」

をしていますが、今も「見える化」を進めているでしょうか。   
 期待はずれとはいえ、気になるところが二つありました。

「強いチームワークで」に三つの「強い」があり、「強い職

場・強い大きなチーム・強い東京第二運輸所」と。詰まると

ころ、「東京第二運輸所を強い大きなチームとしてＮＯ
１を目指していきましょう！」ということのようです。  
 もう一つ。何事においても個人的な判断でなく「乗務
員、助役、科長」と積極的にコンタクトをとっていく
ことが大事、と言っています。せっかく替えた、携帯の番

号とアドレスを教えろということでなければいいのですが。  
み ん な で 言 い ま せ ん か 
助役も科長も所長も確かに強い  ＮＯ１だ  だから 
自信を持て。だけどコンタクトは 積極的にとらないぞ と  
 
「 東 二 輸 と 違 うぞ俺 は “ とうにゆ”だ」Ｃ Ｄ 頑 爺 
（ ど う で も 良 い こ と で す が 、所 内 誌 の 表 紙 の 違 い に 気 付 き ま し た か 。文 中 で「 チ
ー ム “と う に ゆ ”と し て 誇 り を 持 っ て 」、 と 言 っ て い ま す 。 誇 り ？ 、 で し ょ う か ） 


